








研究目的

　就学前幼児の難聴を発見し,早期に治療や訓練を行なうことは大切である。

従来,横浜小児療育センターでは,独特の方式によって幼稚園児を対象とした聴

覚のスクリーニング検査を行ない,好成績を納めている。これは長谷川ら 1)が

中心となって開発した幼児用単語スクリーニング・オージオメータ(DA-105,ダ

ナ・ジャパン)を用いたものであり,このスクリーニング・システムは比較的簡

便で,しかも難聴児を選別するのに有効であることがわかった(長谷川ら 2))。


